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既存の SVM への SMB / CIFS アクセスを設定

既存の SVM に対する SMB / CIFS クライアントのアクセスを追加するには、 SVM に
CIFS の設定を追加し、 DNS サーバでマッピングを追加し、 Windows 管理ホストから
の CIFS アクセスを確認します。その後、CIFSクライアントアクセスを設定できます。

既存のSVMにCIFSアクセスを追加する

既存の SVM への CIFS / SMB アクセスを追加するには、データ LIF を作成し、 CIFS サ
ーバを設定し、ボリュームをプロビジョニングして共有し、共有権限を設定します。

作業を開始する前に

• SVM で使用する次のネットワークコンポーネントを確認しておく必要があります。

◦ データ論理インターフェイス（ LIF ）を作成するノードとそのノード上の特定のポート

◦ データ LIF の IP アドレスをプロビジョニングするサブネット、または必要に応じてデータ LIF に割り
当てる特定の IP アドレス

◦ この SVM を追加する Active Directory （ AD ）ドメインと SVM を追加するために必要なクレデンシ
ャル

• 外部ファイアウォールがある場合は、ネットワークサービスへのアクセスを許可するように適切に設定し
ておく必要があります。

• SVMでCIFSプロトコルが許可されている必要があります。

これは、手順のあとに SAN プロトコルを設定する SVM を作成していない場合に該当します。

手順

1. SVM のプロトコルを設定するための領域に移動します。

a. 設定する SVM を選択します。

b. [* 詳細 * （ * Details * ） ] ペインで、 [ * プロトコル * （ * Protocols ） ] の横の [* CIFS* ] をクリック
します。

2. CIFS プロトコルの設定 * ダイアログボックスの * データ LIF の設定 * セクションで、 SVM 用のデータ
LIF を作成します。

a. LIF に IP アドレスを割り当てます。指定したサブネットから自動で割り当てるか、手動で入力して割
り当てます。

b. 「 * Browse 」をクリックして、 LIF に関連付けるノードとポートを選択します。
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3. CIFS Server Configuration * セクションで CIFS サーバを定義し、 AD ドメインにアクセスするように設
定します。

a. CIFS サーバに AD ドメイン内で一意の名前を指定します。

b. CIFS サーバを追加できる AD ドメインの FQDN を指定します。

c. AD ドメイン内の CN=Computers 以外の組織単位（ OU ）を関連付ける場合は、その OU を入力しま
す。

d. OU に CIFS サーバを追加するための十分な権限がある管理用アカウントの名前とパスワードを指定し
ます。

e. この SVM 上のすべての共有に対する不正アクセスを防止するには、 SMB 3.0 を使用してデータを暗
号化するオプションを選択します。

4. CIFS / SMB アクセス用にボリュームを作成し、共有をプロビジョニングします。

a. CIFS / SMB クライアントからボリュームにアクセスするときに使用する共有の名前を指定します。

入力した共有の名前はボリューム名としても使用されます。

b. ボリュームのサイズを指定します。

ボリュームのアグリゲートを指定する必要はありません。ボリュームは利用可能なスペースが最も多いア
グリゲートに自動的に配置されます。
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5. オプション：共有ACLを変更して、共有へのアクセスを制限します。

a. [*permission] フィールドで、 [*Change] をクリックします。

b. Everyone グループを選択し、 * Remove * をクリックします。

c. オプション：* Add *をクリックし、SVMを含むWindows Active Directoryドメインで定義されている管
理者グループの名前を入力します。

d. 新しい管理者グループを選択し、 * Full Control * を選択します。

e. [ 保存して閉じる ] をクリックします。

6. [ 送信して閉じる *] をクリックし、 [OK] をクリックします。

DNS サーバでの SMB サーバのマッピング

Windows ユーザがドライブを SMB サーバ名にマッピングできるように、サイトの DNS

サーバに、 SMB サーバ名および NetBIOS エイリアスをデータ LIF の IP アドレスにマ
ッピングしたエントリを設定する必要があります。

作業を開始する前に

サイトの DNS サーバに対する管理アクセス権が必要です。管理アクセス権がない場合は、 DNS 管理者にこ
のタスクの実行を依頼する必要があります。

このタスクについて

SMB サーバ名に NetBIOS エイリアスを使用する場合は、各エイリアスに DNS サーバのエントリポイントを
作成することを推奨します。

手順

1. DNS サーバにログインします。

2. フォワードルックアップ（ A - アドレスレコード）とリバースルックアップ（ PTR - ポインタレコード）
のエントリを作成して、 SMB サーバ名をデータ LIF の IP アドレスにマッピングします。

3. NetBIOS エイリアスを使用する場合は、エイリアスの正規名（ CNAME リソースレコード）のルックアッ
プエントリを作成して、各エイリアスを SMB サーバのデータ LIF の IP アドレスにマッピングします。

結果

ネットワーク全体にマッピングが反映されると、 Windows ユーザがドライブを SMB サーバ名またはその
NetBIOS エイリアスにマッピングできるようになります。

SMB クライアントアクセスを確認

共有にアクセスしてデータを書き込むことで、 SMB が正しく設定されていることを確
認する必要があります。SMB サーバ名と NetBIOS エイリアスを使用してアクセスをテ
ストします。

手順

1. Windows クライアントにログインします。

2. SMB サーバ名を使用してアクセスをテストします。
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a. エクスプローラで、次の形式で共有にドライブをマッピングします。 \

⁠\\SMB_Server_Name\Share_Name

正常にマッピングされない場合は、 DNS マッピングがネットワーク全体にまだ反映されていない可能
性があります。しばらく待ってから、再度 SMB サーバ名を使用してアクセスをテストしてくださ
い。

SMBサーバの名前がvs1.example.comで、共有の名前がSHARE1の場合は、次のように入力します。

\⁠\vs0.example.com\SHARE1

b. 新しく作成したドライブで、テストファイルを作成し、作成できたら削除します。

SMB サーバ名を使用した共有への書き込みアクセスが可能であることを確認できました。

3. NetBIOS エイリアスについて手順 2 を繰り返します。

CIFS クライアントアクセスを設定して確認

準備ができたら、エクスプローラで NTFS ファイル権限を設定し、 System Manager で
共有 ACL を変更して、選択したクライアントに共有へのアクセスを許可することができ
ます。設定が完了したら、該当するユーザまたはグループがボリュームにアクセスでき
ることを確認してください。

手順

1. 共有へのアクセスを許可するクライアントとユーザまたはグループを決定します。

2. Windows クライアントで、管理者ロールを使用して、ファイルおよびフォルダに対する権限をユーザまた
はグループに付与します。

a. NTFS 権限を管理するための十分な管理権限がある管理者として Windows クライアントにログインし
ます。

b. エクスプローラでドライブを右クリックし、 * プロパティ * を選択します。

c. [ * セキュリティ * ] タブを選択し、必要に応じてグループおよびユーザーのセキュリティ設定を調整
します。

3. System Manager で、共有 ACL を変更して、 Windows のユーザまたはグループに共有へのアクセスを許
可します。

a. [ * 共有 ] ウィンドウに移動します。

b. 共有を選択し、 * 編集 * をクリックします。

c. [ * アクセス権 * ] タブを選択し、ユーザーまたはグループに共有へのアクセス権を付与します。

4. Windows クライアントで、共有およびファイルへのアクセスを許可したいずれかのユーザとしてログイン
し、共有にアクセスしてファイルを作成できることを確認します。
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